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牛かします!!

平成7年10月

聴きました

広報たまかわ

みんなの戸
不
便
を
き
た
し
て
い
る
。

{m一月
1

日
か
ら
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で
直
通
運
行

が
復
活
し
て
お
り
ま
す
}
l
i
中
地
区
l

・
県
道
玉
川
田
村
線
の
歩
道
の
整
備

を
お
願
い
し
た
い
。

-
岩
法
寺
住
宅
団
地
計
画
の
そ
の
後
。

ー
ー
ー
岩
法
寺
地
区
l

・
公
民
館
の
建
築
に
つ
い
て
。

-
阿
武
隈
川
の
堤
防
改
築
、
い
つ
頃

着
工
で
き
る
の
か
。

I

l

-

-

竜
崎
地
区
|

・
農
産
物
直
売
所
を
ど
こ
に
設
置
す

る
の
か
。

-
大
寺
城
祉
の
下
の
道
路
整
備
を
お

願
い
し
た
い
。

-
民
俗
資
料
館
を
村
で
は
つ
く
る
予

定
が
あ
る
の
か
。

地域の戸

ー
!
南
須
釜
地
区
1

・
将
来
3
，
0
0
0
メ
ー
ト
ル
の
空

港
と
な
る
よ
う
だ
が
、
村
道

I
!日

号
線
を
県
道
を
貫
き
東
部
ま
で
整
備

す
れ
ば
地
区
発
展
に
な
る
が
。

-
ポ
ン
プ
操
法
大
会
の
出
場
経
費
を

村
で
負
担
で
き
な
い
か
。

-
航
空
防
除
に
つ
い
て
。

-
農
振
と
関
パ
が
発
展
を
阻
害
し
て

い
る
と
思
う
が
。1
1
1
北
須
釜
地
区
1

・
地
区
内
の
道
路
は
、
他
地
区
と
比

べ
幅
が
狭
い
。

-
関
パ
内
の
畑
、
7
割
も
草
が
繁
っ
て

い
る
状
態
の
な
か
で
、
工
事
負
担
金
を

払
っ
て
い
く
こ
と
が
心
配
で
あ
る
。

車
田
村
政
3
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
、

第
7
次
空
港
整
備
計
画
へ
の
福
島
空

港
滑
走
路
延
長

(
3
，
0
0
0
メ
ー

ト
ル
級
)
組
入
れ
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、

広
く
意
見
や
要
望
を
伺
い
村
政
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
6
月
初

日
か
ら
8
月
5
日
に
か
け
て
村
内
日

行
政
区
ご
と
に
村
政
懇
談
会
『
移
動

村
長
室
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

村
長
以
下
三
役
、
役
場
の
各
課
長

ら
が
各
地
区
の
集
会
施
設
に
出
向
い

て
行
わ
れ
た
懇
談
会
に
は
、
住
民
の

方
々

2
7
5
名
が
参
加
。

1
4
6
名

の
方
か
ら
1
4
9
件
の
貴
重
な
意
見
、

要
望
を
い
た
だ
き
、
村
政
へ
の
関
心

の
高
さ
が
伺
え
ま
し
た
口

今
回
の
村
政
懇
談
会
に
出
さ
れ
た

意
見
や
要
望
の
主
な
も
の
を
紹
介
し

ま
す
口多

か
っ
た
道
路
や

農
業
に
つ
い
て
の

質
問
・
要
望

各
地
区
と
も
に
多
か
っ
た
の
が
、

園
、
県
村
道
な
ど
の
改
良
や
拡
張
に

関
す
る
こ
と
や
、
母
畑
地
区
総
合
農

-
村
の
危
険
物
捨
て
場
が
満
杯
に

な
っ
た
場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

1

l
吉
地
区
|

・
総
合
運
動
公
園
、
何
年
度
に
は
何

を
つ
く
る
の
か
。

-
公
民
館
が
古
く
な
っ
て
き
て
お
り

村
負
担
で
建
築
で
き
な
い
か
。

-
天
下
橋
の
改
良
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

1

1

山
小
屋
地
区
|

・
四
辻
分
校
の
新
築
計
画
は
あ
が
っ

て
い
る
の
か
。

-
上
小
山
田
ま
で
の
村
道
整
備
は
い

つ
か
ら
行
う
の
か
。

-
東
野
の
清
流
整
備
は
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
。

-
分
校
の
プ
l
ル
建
設
は
実
現
な
る

の
か
。
送
迎
パ
ス
は
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
ス
ク
ー
ル
パ
ス
の
考
え
は
。

|
|
四
辻
新
田
地
区
|

用
地
開
発
事
業
関
係
や
農
業
用
排
水

路
の
改
修
な
ど
の
農
業
に
関
す
る
こ

と
で
し
た
。
福
島
交
通
路
線
パ
ス
運

行
の
改
善
を
望
む
声
ゃ
、
集
落
排
水

に
関
す
る
意
見
な
ど
も
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
教
育
・
文
化
に
つ
い
て
も
、

ス
ク
ー
ル
パ
ス
の
運
行
な
ど
多
く
の

意
見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
総

合
開
発
に
つ
い
て
は
、
地
区
に
よ
り

質
問
内
容
が
違
っ
て
お
り
、
川
辺
地

区
で
ゴ
ル
フ
場
、
岩
法
寺
地
区
で
は

ポ
ー
ト
ピ
ア
、
吉
地
区
で
東
部
工
業

団
地
、
南
須
釜
地
区
で
は
テ
ク
ノ
パ
ー

ク
な
ど
、
各
地
区
の
特
色
が
出
た
質

問
項
目
も
あ
り
ま
し
た
。

空
港
に
つ
い
て
は

騒
音
・
電
波
障
害

今
回
の
懇
談
会
の
目
的
の
ひ
と
つ

福
島
空
港
に
つ
い
て
は
、
騒
音
と
電

波
障
害
対
策
や
空
港
公
園
な
ど
に
つ

い
て
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
、
滑
走

路
の
延
長
に
関
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
商
工
業
に
関

す
る
質
問
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

質
問
・
要
望

の
内
容
(
抜
粋
)

-
川
辺
住
宅
団
地
の
完
成
後
の
分
譲

価
格
は
。

-
別
当
宿
通
り
の
舗
装
工
事
請
願
が

出
て
い
た
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
0

・
3
，
0
0
0
メ
ー
ト
ル
滑
走
路
に

な
る
と
騒
音
も
大
き
い
。
万
全
な
対

策
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

l

i川
辺
地
区
l

・
村
の
花
、
山
桜
を
村
民
の
数
だ
け

植
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

-
航
空
機
に
よ
る
電
波
障
害
は
ど
う

対
策
す
る
の
か
。

ー

l
i蒜
生
地
区
l

・
空
港
拡
張
に
よ
り
、
ニ
ツ
釜
池
が

な
く
な
る
。
水
利
確
保
は
ど
う
な
る

の
か
。
-
須
賀
川
市
と
の
合
併
は
反
対
ロ

-
空
港
を
核
と
し
て
行
く
考
え
の
よ

う
だ
が
、
村
は
こ
れ
か
ら
の
農
業
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
D

i
l
l小
高
地
区
1

・
中
学
校
へ
の
取
り
付
け
道
路
の
移

転
登
記
を
早
く
行
っ
て
ほ
し
い
。

-
福
島
交
通
の
パ
ス
路
線
。
石
川
と

須
賀
川
間
の
直
通
便
が
な
く
な
っ
て

; 地区名 実施月日 参加者数(内女性) 質問件数

JlI 辺 7/1仕) 26 (1)人 19 件

P二fどF 生 7/8仕) 19 8 

高 7/29仕) 37(3) 17 

中 6/30栓) 26 (3) 9 

発注|岩法寺 7/印刷 18(2) 13 
す宅，.;;1

コ屯包二 自奇 7/28樹 48 10 

南須釜 7 /22(:1:) 24 12 

北須釜 8/5出 18 (1) 14 

J て仁とI 7/2(日) 17 (1) 13 
ν.，.;一写‘ 

F可
山小屋 7/9(日) 26 (4) 17 

四辻新田 7/16(日) 16 (1) 17 

計 275 (16) 149 

質問や

要望の件数

と内訳

その他

24:件

3 



4 

ー
東
北
南
部
を
中
心
に
激
し
い
地
震
が
発
生
。
玉
川
村
は
震
度
6
で
道
路
が
寸
断
、
火
災
も
発
生
/

同
時
に
台
風
の
大
雨
に
よ
り
阿
武
隈
川
が
増
水
、
住
民
が
避
難
を
始
め
た
!
と
い
う
想
定
の
も
と
、

住
民
の
命
や
財
産
を
災
害
か
ら
守
り
、
緊
急
事
態
に
備
え
る
た
め
、
県
中
地
方
振
興
局
と
玉
川
村
に

よ
否
総
合
防
災
訓
練
が
、

9
月
日
日
〈
水
)
泉
中
学
校
を
中
心
に
実
施
さ
れ
ま
し
た

4
石
川
地
方
は
岩

盤
が
固
く
強
い
か
ら
だ
い
じ
よ
う
ぶ
」
と
い
う
楽
観
的
な
気
持
ち
を
も
っ
て
い
ま
せ
ん
か
っ
・
地
震
や

水
害
な
ど
の
自
然
災
害
は
い
つ
か
必
す
や
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
地
震
な
ど
い
ざ
と
い
う
時

の
心
構
え
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
の
訓
練
は
、
災
害
対
策
基
本
法

第
必
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
福
島
県

と
玉
川
村
の
地
域
防
災
計
画
に
定
め

ら
れ
た
訓
練
を
関
係
団
体
・
機
関
が

地
域
住
民
の
協
力
の
も
と
に
実
施

し
、
村
消
防
団
を
は
じ
め
陸
五
自
衛

隊
第
六
特
科
連
隊
や
広
域
消
防
本

部
、
小
中
学
校
な
ど
か
ら
約
1
，
3

0
0
人
、
車
両
均
台
、
さ
ら
に
航
空失、

会
式
で
、
統
監
の
車
田
村
長
が
「
阪

神
大
震
災
で
災
害
に
対
す
る
備
え
の

大
切
さ
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ

た
」
と
訓
示
。
参
加
者
た
ち
は
真
剣

な
表
情
で
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

地震による道路の亀裂のため、正面衝突した乗用車か5
の運転手救出訓練

¥
 

¥¥
 

訓
練
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
玉
川
村
災
害
対
策
本
部
設
置
訓
練

(
非
常
招
集
訓
練
)

②
統
監
な
ど
の
緊
急
出
動
・
交
通
規

制
習
練

③
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
被
害
状
況

調
査
訓
練

④
地
震
に
よ
る
自
主
避
難
、
住
民
救島、、

機¥
泉 2
中機
ク、、 ?うす

ラ参
ウ力日
ンし
ドま
でし
行た
オつ
れ
fこ
開

持、、出
訓
練

⑤
緊
急
被
害
状
況
慎
察
訓
練

⑤
山
林
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練

⑦
救
助
・
救
急
訓
練

⑧
水
幕
・
化
学
消
火
訓
練

⑨
地
区
住
民
に
よ
る
障
害
物
除
去
・

倒
壊
建
物
か
ら
の
救
出
訓
練

⑩
緊
急
広
報
・
住
民
自
主
防
災
組

織
・
婦
人
消
防
隊
初
期
消
火
訓
練

⑪
災
害
救
援
物
資
輸
送
訓
練

⑫
給
水
・
水
質
検
査

⑬
水
防
訓
練
(
積
土
の
う
・
シ

l
ト

張
り
工
法
)

⑬
避
難
・
消
火
訓
練
{
泉
保
育
所
}

⑬
総
合
訓
練
(
通
報
・
避
難
・
避
難
誘

導
・
初
期
消
火
・
救
急
・
救
助
・
消
火

訓
練
)
{
玉
川
村
第
一
小
学
校
}

⑬
電
力
施
設
応
急
復
旧
訓
練

⑫
電
信
電
話
施
設
応
急
復
旧
訓
練

⑬
水
道
施
設
応
急
復
旧
訓
練

⑬
炊
き
出
し
給
食
訓
練

⑫
街
区
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
(
一
斉
放

水
)

⑫
防
火
パ
レ
ー
ド
(
車
両
行
進
)

宿島県鶴甲魁お
盟加宙

大字山小屋字銅屋久保

大字岩法寺字湯神前

大字南須釜字堂ノ内

大字四辻新田字村中

大字南須釜字奥平

大字小高字中村前

大学北須釜字森殿

指定避難所一覧

大字小高字中畷

大字蒜生字宮下

大字中字前作田

大字川辺字舘

大字吉字杉内

山小屋公民館

校

玉川第一小学校

ハi辺小学校

須釜中学校

所

四辻農業研修所

玉川村体育館

須釜小学校

岩法寺農構センタ}

北須釜生改センタ}

蒜生農講センター

ム
一品

川〔子

集

出
'

E空胃-
E且函~

士
口

泉

ウ

-'l 

き日夕

........ ・
占:!. /" 
BロI

辺タ

き日夕

辻タ

生手

中

ゴセ
iJY]¥ 

5 



長著者告側表
京(男性)

• 

句

k
fレ

犠
網

回

国

崎

事

事

野

則泡

凶辺

高須釜

中

四詮

尚泡

申

93歳

93議

93歳

92議

91歳

91議

90滋

援
護
施
防

関

嬬

膚

信作

松

波

エ

由

総

唯

面

積

谷

き

高

畠

Ib扮

這

議

谷

猿

損

岩

六
関

関
脇

高

高

泡

山沼

市高

議室

蘭須釜

議議釜

Ib 
Ib 
削

94歳

94歳

94歳

93掻

92滋

92歳

92歳

96鼠

ネ

キ

M
U

カ

ワ

ザ

熊田す&

関根キヨ

健.ハルヨ
榊被ス2

ザタ大越

ョ，、G山由盛

山高

議室

議議釜

山辺

さ

中

89歳

89歳

89議

89歳

89歳

88歳

88滋

苔寂常孜郎

三繍貞夫

横井貞男

温海経雄

矢郡露木鼠

須釜揚氷郎

高検方木鼠

応

結

辺

則沼

掲揚釜

書

岩法毒

山高

高須釜

吉

凶泡

則91鼠

91損

91歳

91蟻

91掻

91鵡

91薗

91揖

91鼠

イさン

白蟻キミ

六野汐メ

鎗ホフヨ

永住マザヨ

関栂ハJlT

犬山内苧イ

書簡 ~争

矢. a~ン

Ib針

て

※敬称、略。平成7年9月15日現在。男性は86歳以上。女性は90歳以よからとさせていただきました。

岩法毒

中

岩法毒

削泡

‘崎
お鏡釜

議書E

87歳

86歳

86歳

86滋

86議

86蟻

86議

舌議滋抜

高論議朱隠

さ国書治

健蔵源放郎

副繍裏設

矢吹鎌治

腐g ~英

前

頭

室

崎

崎

泡

議

竃

竃

凶

90議

90歳

90歳

90歳

ミ
ヨ
ミ
ル

ナ

り

フ

八

毒

野

繍

峡

寅

上

山

矢

玉
川
村
に
住
む
叩
歳
以
上
の
お
年
寄
り
の

方
は
、

9
丹
市
日
現
在
で
お
人
で
す
。
之
の

方
々
の
長
寿
の
お
祝
い
に
、
村
長
が
そ
れ
ぞ

れ
の
お
宅
に
伺
っ
て
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
o

v
て
の
と
き
に
、
最
近
の
暮
ら
し
の
よ
う
す
や

長
生
き
の
秘
訣
を
聞
き
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。

(
熊
田
す
み
さ
ん
、
高
橋
兼
嘉
さ
ん
、

小
針
信
作
さ
ん
、
渡
遺
由
松
さ
ん

は
、
都
合
が
悪
く
て
聞
け
ま
せ
ん
で

し
た
。
)

6 
耳も口も達者です。魚以外は何で
も食べる。特に野菜が好きでたく
さん食べる。



i i 民

間

く主〉
ヒゴ

害?

算

由

戸コi
己:J

紛
億
2
9
7
万
円
傍
い
ま
し
た

源
は
全
体
の
お
・

9
パ
ー
セ
ン
ト
で

5
年
度
よ
り
1
・
7
パ

i
セ
ン
ト
上

回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
依
存
財
源

は
全
体
の
九
・
ー
パ
ー
セ
ン
ト
を
し

め
て
い
ま
す
口

自
主
財
源
の
割
合
が
高
い
ほ
ど
理

想
的
な
財
政
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

歳
出
の
決
算
総
額
は
、
犯
億
2
9

7
万
円
で
、

5
年
度
に
く
ら
べ

2
億

5
，
4
5
0
万
円
、
7
・
2
パ
ー
セ

ン
ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
な
ど

に
よ
る
民
生
費
3
億

7
，
1
9
9
万

円
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

4
分
の

3
は
依
存
財
源

一
人
当
た
り
に

約
的
万
円
使
う

歳
入
決
算
額
を
、
自
主
財
源
と
依

存
財
源
に
分
け
て
み
る
と
、
自
主
財

人
口
7
，
7
6
7
人
(
平
成
7
年

3
月
抗
日
現
在
)
で
、
般
会
計
の

利子割交付金

上水道事業会計

~又 益 的

ヰ又 事業 営業収益 9，521万円

入 収主主 営業外収益 6，840万円

支
営業費用 1億2，485万丹

事業

費用
営業外費用 3，209万円

出
特別揖失

純利益 667万円

資 本 自ヲ

i段 一般会計補助金 2，628万円

入 布日 償 ノ滋、乙 1，138万円

支出
建設改良費 2i窓8，198万円

企業債償還金 574万円

3，322万円 (0.9%)諸支出金

農林水産業費

4億2，357万円
(11.1%) 

平
成
6
年
度
の
一
般
会
計
、
特
型
言
、
事
業
会
計
の
決
冥
か
9
月

定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
Q

そ
の
う
ち
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、

歳
入
総
額
勾
億
2
，
O
0
9
万
円
、
歳
出
総
額
お
億
2
9
7
万
円
で
差
引

総
額
1
億
1
7
1
2
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
5
年
度
の
決
算
と
比

較
す
る
と
、
歳
入
が
8
・

1
パ
ー
セ
ン
ト
、
歳
出
は
7
・

2
パ
ー
セ
ン

ト
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
納
め
た
税
金
は
、
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
た
の
か
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

8 

歳
出
総
額
お
億
2
9
7
万
円
を
鰐
り

算
し
て
み
る
と
、
住
民
一
人
当
た
り

に
必
万
9
，
6
3
2
円
が
使
わ
れ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
二
方
、
一
人
当
た

り
納
め
ら
れ
た
税
金
は
7
5
，3
2
9

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
税
別

に
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

村

氏

税

2

3

，
7
9
3
円

固
定
資
産
税
4
4
，
4
5
9
円

軽
自
動
車
税

l
，
3
6
2
円

た

ば

こ

税

4
，
1
4
1
円

(年)

フじ

2 

3 

4 

S 

平
成
6
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
決

算
額
は
、

mw
億

2
，0
0
9
万
円
で
5

年
度
に
く
ら
べ
2
億
9
，3
5
3
万
円

多
い
8
・1
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
ワ
て

い
ま
す
。
お
も
な
要
因
と
し
て
、
県
支

出
金
の
2
億
3
，4
5
7
万
円
(
お
パ
ー

セ
ン
ト
)
と
、
村
債
1
億

3
，7
7
0
万

円
(
凶
パ
ー
セ
ン
ト
)
の
増
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
村
税
が

M
・9
パ
ー
セ
ン

ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
、
地
方
交
付
税
が
8

パ
ー
セ
ン
ト
の
減
、
国
庫
支
出
金
が
日

パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
っ
て
お
り
、
歳
入

全
体
と
し
て
は
8
・
ー
パ
ー
セ
ン
ト
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

5 

繰越

1，533万円
940万円

99万円

601万円

3，173万円

計一一

歳出

5億3，055方向
4億乙139万円
921万円

2億5，874万円
1 2億1，989万円

ム一品

歳入

5憶4，538万円
4犠3，079万円
1，020万円
2億6，475万円
1 2億5，112万向

日リ一一特

検

検

設

業

保

施

$

康

保

水

桝

十

給
落
-
窓
口

点

以

人

集

民

自

勿

世

一

六

国

老

簡

震

団助役に小針康敬氏就任!

7月19日以来、空席となっていた玉川村助役に10月1日付
で、小針康敬氏(56識。北須釜。前村税務課長)が就任。2日、
村就業改善センターで辞令受付・就イ壬式が行われました。

新しく助投に就任された小針氏の経歴
昭和34年に村投場職員となり、農業委員会事務局長、水道諜長、
建設課長を震告。‘今年4月からは税務課長

|村穂員人事奥勘 1
10月1自付 ( )は街路名

J J ¥林 弘(性畏課長)

溝井一夫(須釜支所長)

J J ¥針達夫(総務課主事)

住民課長兼
須重量支所長

税務課長

J J ¥針康敬(9月3081せ)

教育委員に
矢吹貞幸さん

任期満了となった

野口圧ーさん(北震

釜〕の後任として、

矢攻貞幸さん(48歳
北讃釜)が村教育委

員に就任。9月5日、
村長室で任命式が行われました。任期は4
年間です。

[退職}
税務課長

9 



平成?年10月広報たまかわ

[ト巴宅~<!JJ~
IN 

挺尽かむ e
ーみなさんからの話題を

おまちしています一

役場企画調整課
広報係まで

「
し
ぱ
う
く
だ
ナ
ィ
。
元
気
ガ
ィ
」

姉
人
を
招
待
し
て
村
敬
老
会

E 自』記念行事
平成7年10月

イベント多彩に、 空港で

広報7こまがわ

9月24己(巴)、福島空港で「空の己」を記念したイベントが行
われ、大勢の家族連れなどでにぎわいました。

当日は、台風の影響であいにくの空模様でしたが、力一ゴドー

1)ーに乗つての滑走蕗横断ツアーや、小型飛行機震示、ビンゴゲー

ムなどの多彩な催しで、 1万人以上の方がそ2歳半さになった福

島空港での 1日を満喫しました。

平
成

7
年
度
の
玉
川
村
敬
老
会

が
9
月
訪
日
敬
老
の
目
、
村
体
育
舘

で
開
か
れ
ま
し
た
口

車
田
村
長
は
式
辞
を
の
べ
た
あ
と
、

初
歳
に
な
ら
れ
た
ご
夫
婦
(
3
組
)
や

今
年
米
寿
(
∞
∞
歳
)
を
迎
え
ら
れ
た

方
々
へ
記
念
品
を
贈
呈
c

招
待
者
代

表
で
鈴
木
新
造
さ
ん
(
花
歳
。
中
)

が
「
こ
れ
ま
で
の
人
生
は
、
過
ぐ
る

大
戦
を
は
じ
め
幾
多
の
大
き
な
社
会

の
変
動
が
あ
っ
た
が
、
今
日
の
豊
か

な
社
会
を
見
る
と
き
、
本
当
に
長
生

き
し
て
良
か
っ
た
」
と
謝
辞
を
の
べ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
婦
人
会
に
よ
る
踊

り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

敬
老
の
日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

「交通事故をなくしましょうffJ
突通安全鼓笛隊パレード

秩の全国突通安全運動にあわせて、 9月218に)1/辺
小学校と玉)1/第一小学校、 228には須釜小学校と四辻
分校でそれぞれ突通安全鼓笛隊パレードが行われ、突
通事故防止をよびかけました。
ごのうち須釜小学校では、午前10時30分から、須釜
郵便局前を右折、さらに北ノ宿支差点を右折して学校
へ戻るコースでパレードが行われ、沿道の人からさ力¥
んに拍手が送られていました。

玉川の、自慢令をアピールグ
県中地域「夢コロンブス18Jふるさと自慢まつり
県中地域18市町村のと自慢そを一堂に集めて魅力を売
り込む、「夢コロンフ、ス18Jふるさと自慢祭りが郡山市の
開成山公園で関かれ、約4万人の人出でにぎわいました。
公盟内の野外音楽堂では「芸能フ土スティ)CJL;J が行
われ本村力¥らそ南須釜の念仏踊り¥も出演。ふくしま菌

体に合わせて、郡山地方広域市町村霞組合などが初めて
開催したものです。

第14ロ石)1/地区小体連陸上競技大会が石川町の石川
中学校々庭で関かれ、村内の3小学校児童も10種目の
競技で記録を競い合いました。特に玉)1/第一小学校は

全10種目中S覆巴で 1位になるなど健闘が目立ちまし
た。村内児童の入賞は次のとおりです。(敬称略)

国
体
デ
モ
ス
ポ

第

3
位
H

10 

少
年
ス
ポ
ー
ツ
剣
道
大
会

国民的アイドルに大フィーパ-F
空港で、きんさんぎんさん歓迎

名古屋市の103歳の双子姉妹、きんさんとぎんさんが、
名古屋空港発NAし551便で本県入り口空港ターミナんに
は、 -8見ょうと大勢の人が詰め掛け、まさにスター並
みの大人気でした。
歓迎セレモニーでは、車田村長がきんさんとぎんさ
んに F念仏踊り人形』をプレゼント。お二人は飯坂温泉

のホテルの招待を受け、初来県となりました。

岩
瀬
郡
長
沼
町
の
町
民
体
育
館

で
、
第
切
回
国
民
体
育
大
会
、
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
ス

ポ
ー
ツ
行
事
・
少
年
ス
ポ
ー
ツ
剣
道

競
技
大
会
が
県
内
の
剣
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
男
女
郎
チ
l
ム
が
参
加
し
て

開
か
れ
、
本
村
チ
1
ム
は
ブ
ロ
ッ
ク

で
見
事
第
3
位
と
な
り
ま
し
た
。
入

賞
し
た
玉
川
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

チ
i
ム
の
メ
ン
バ

i
は
次
の
と
お
り

で
す
。
小
針
拓
史
(
川
辺
)
小
針

豪
(
中
)
佐
久
間
純
一
(
南
須
釜
)

永
林
正
英
(
中
)
瀬
谷
友
裕
(
北
須
釜
)

溝
井
伸
弥
(
小
高
)
近
内
正
史
(
村
外
)

監
督
・
塩
津
重
男
{
敬
称
略
}

9月58の石)1/
地区音楽祭で地区

代表となった玉)1/

第一小学校は、 35
校が参加した県大

会で銀叢に輝きま

したD

玉一小、合唱で県大会、銀グ
第49田県下品・中学校音楽祭〔第 1部合唱〕
第62回NHK全国学校音楽コンク ル(県大会)

.1位 [100M 5年1Jj¥針和章(玉-Jj¥) [100M 6年}
溝井{申弥(玉-J}¥) l400Mリレー5年}玉-Jj¥チー
ム [400Mリレーベスト]玉-J}¥チーム i走り幅跳び]
車田 喜(玉-Jj¥) [走り高跳び}吉田美也子(玉
-J}U ・3位 {ソフトボール投げ]鈴木俊克()1I辺Jj¥)
M1岡部佳織〈玉-Jj¥)

.4位 l800M1 Jj¥針実紀(玉ーJ}¥)
ベスト}玉ーJj¥チーム・5i立 [400Mリレー5年}玉ーJj¥チーム
.6i立 [100M 5年}曲山和宏(玉-J}¥) [走り高
跳び}岩谷祐貴(玉-Jj¥) [走り幅跳び}佐久間純

一(須釜小) [100M 6年]島田奈美江(須釜小)[200 
Ml溝井さとみ(玉ーJj¥) 
.7位 [100M 6年}溝井英樹(須釜Jj¥) [200M1 
間部槙(玉-Jj¥) [走り幅跳び}須藤間()I/辺Jj¥)

{ソフトボール投げ}矢吹洋昭(玉-Jj¥) [100M 6年}
車田睦美(玉-Jj¥) [走り高跳び}八木佳美(須釜Jj¥) ・8位 [80M八一ドル}小針勇一(玉-Jj¥) [ソフ
トボール投げ}矢吹めぐみ(玉一Jj¥) 
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村公民館)

学校祭/学習発表会

E泉中 10月29B~日)
E須釜中 10月22日(日)
・玉一小 11月18日仕)・JI!辺小 10月21B仕)
E須釜小 10月29臼(日)

Ciec; 
塁川柑民支化祭

-期間 10/28~11/12
・会場就業改善センター/村民体育館
・主催玉川村支化祭実行委員会(事務局

みなさんの作品などがいつ'
ばい展示されます。御鑑
賞をお待ちしています!

@)[gJrm晶画健康ごよみ
母親教室…一… ・・・ ...............⑮ 

午前9時15分-----9時30分 園
3歳児健診一 一…・・・・・…・ ・ー ⑧ 
午後1時"-'1 8守30分 園
1 i境6ヶ月児健診……………・….00⑧
午後1時30分'""2時 国
「骨粗しよう症J 講演会…ー……....⑮

午前10時より
機能訓練・ …・・…・・ ...............⑧ 

午後1時30分'""3時30分

回目月

18日(水)

19日(木)

20日(創

24日ω

青年海外協力隊員
募集中グ

10月旧から変わりました!

土地取引の届出面積i生ごみ処理容器|で . 

自然にがえしましょう l

生ごみは

23日(月)幽
調
匹
刷
第
歩
必

⑧ 

278(鉛

.11月
2巴(木)

110丹市自........11月初日|

青年海外協力隊は、国際協力事業団

が実施している国の事業です。開発途

上国の新しい国づくりのために、あな

たの司能性を試してみませんか。

協力隊事務局では平成7年秋の募集
として、農林水産から教育・スポーツ

など約160職種にわたる要請約1，000名
を募集しており、 20歳以上39歳までの
B本昌籍を持つ方ならどなたでも応募

盟土利用計画法に墓づく監視IZ域の指
定を解除しました。

圃届出は契約の6週間前までに!
・市街化区域-…..00.......2， OOOrriε以上

・市街化区域を除く都市計画区域

・・…"'5，000併以上
・都市計画区域以外の区域

一，10，∞Om2以上
{福島県企画調整部土地調整課}

生ごみ処理容器は、台所から出る生

ごみを、発酵・分解させ堆肥に変える容

器です。

田村では、生ごみ処理容器を設置した

方しこ、補助金を出しています。

補助額

経費の2分の1(最高3，000円まで)

申し込み方法

見積書・領収蓄を添えて役場保健課

へお申し込みください。

-11月3Be封小雨決行
午語8時30分村民グラ
ウンド集合
・村民クラウンドから、空
港公園までの往復8キロを
歩きます。
※詳しくは役場保健課まで

|お誕生おめでとうございます|

( 9月届出分)
出生児氏名 保護者名

矢吹龍一 賢治

関根美聡 和美

関根香菜子 英樹

飯田静香 晴夫

近藤真美 勝也

関根和史 和宏

瀬谷千宙 豊

矢吹祐自 今朝夫

秋山菜奈 一男

|おくや;み申し主げます|
( 9月届出分)
年齢世帯主名

53 良子

73 修

⑧ 

⑧
国
⑧
冨
⑧
園
⑧

⑮ 

78ω 

9日(木)

108(封

15日(水)

8自(水)

できます。募集説明会は次により実施

されます。

・会津若松会場 10月23日開) 午後5
時30分より ホテルニューパレス
・福島会場 10月24自ω 午後5時よ
り 福島市民会館

・いわき会場 11月6日但) 午後6時
30分より いわき市文化センター
・郡山会場 11月7日ω 午後6時
30分より 郡山市中央公民館
・二本松会場 11月24日倒午後6時
30分より 二本松市役所
詳しくは、富際協力事業団東北支部

協力隊担当(岱022-223-5151)まで
お尋ねくだきい。

固ふるさと福島県に就職を希望する方へ

図 '9513¥くしま大卒等合同直接会!
県では、 来年3月に大学 ・短大専門
学校等を卒業予定で県内企業に就職希望

される方を対象に次の会場で 1'95ふく
しま大卒等合同就職面接会」を開催しま

す。履歴書持参のうえ、会場へおいでく

ださい。

・郡山会場平成7年11月2日(梢午後1時

30分-----4時30分ホテルはまっ(郡山市

!克丸町)

・し1わき会場 平成7年12月5日(水) 午後1

時'""4時新瀧(いわき市平谷川瀬)
詳しくは、県庁職業安定課ft0245-

21-7304または最寄りの公共職業安定所

までお問い合わせください。

※先着順となります。また、補助を受けら

れたことがある方は、除かせていただ

きます。

区

辺

高

地
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今
月
の
納
税

固

定

資

産

税

2
期

分

国
民
健
康
保
険
税

4
期

分

国

民

年

金

叩

月

分

{
納
期
限
は
叩
月
白
日
(
水
)
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
}

保健センター

受付

⑧ 

16日休)

中堅建設技術者養成の専門校、寄島

県建設技術学院(二本松市安達ケ原)

では平成8年度 {第17期生]の学生を
募集中です。

・募集期間平成7年9月1日から平
成8年2月16日まで
・応募資格 ①満18歳以上25歳までの
男子(入学時)②高等学校卒業の資

格を有する者

詳しくは同学院(ft0243-23-0530)
までお尋ねください。

退職金づくりはも中退金、で
中小企業退職金共済制度加入促進強化月間

中小企業で退職金制度を設けたい場合

は、安全・確実・有利な国の令中退金制

度とをこ利用ください。平成7年12月(1 

部は平成3年4月)より制度が新しくな

ります。制度についてのお問い合わせ

は、東京都港区芝公冨 lT日7番6号、
中小企業退職金共済事業団官邸-3436-

ウ

中

竜 ~I奇

南須釜

北須釜

ク

士
口

死亡者氏名

小林元重

高橋朝恵

地区

竜崎

山小屋

村のようす
(7年9月1日現在)

骨 1，765戸(-2) 

日

寄付ありがとうございます
下記の方々から社会福祉活動資金として寄付

をいただきました。厚く御礼申し上げます。
記

・竜崎の小林元彦さんから

・山小屋の高橋修さんから

・鰍ヤクルト本社から

2万円
1万円
2万円

(村社会謡祉協議会)

7，708人(十3) 

3，807人(+1 ) 

平成8年3/31まで
福島県司法書士会

園株式会社は1，000万円以上¥ 口在京l
)クリアしないと…・.L解散5:1

国有限会社は300万円以上 / じこ丘斗

|なるべく平交司法書士に相談Lて最低資本金をクリアじで下さいいl
「無料・司法書士相談受付テレホン常設 (10月31日まで)一「

L_fi 0245 (34) 7107-----' 
女期限切れにご注意//

3，901人(十 2) 

[時袷
クリア
キャンペーン

玉
川
村
短
歌
会
佳
作
抄

l
i
l
l
村
公
民
館

朝
顔

の
花
に
白
蝶
羽
根
と
じ
て

梅
雨
の
晴
間
を
待
ち
て
動
か
ず

小

針

登

里

竹
の
皮
え
れ
ば
な
つ
か
し
集
め
て
は

小
銭
に
争
え
し
少
年
の
こ
ろ

小

針

守

次

相
の
花
散
れ
ば
卯
の
花
咲
さ
初
め
る

山
の
畑
に

く
ろ
ま
め
を
蒔
く

抑

沼

ツ

ヤ

南
天
じ
蝶
の
き
て
奔
う
実
を
待
つ
は

わ
れ
の
み
な
ら
ぬ
日
も
揮
さ
て

曲
山
さ
く
み

埠
時
雨
掻
き
分
け
な
が
ら
色
人
の

稚
児
念
仏
の
鐘
の
ふ
日
が
ゆ
く

真
号
五
三
一
男

12 

すくすく広場・・・・.....

午前9時30分~正午
機能訓練・・……ぃ・…・……・・ -⑧ 
午後1時30分'""3時30分
骨粗しよう症教室…

午前9時30分~午後1時
高脂血症教室..一

午後1時30分'""3時30分
乳幼児健康相談ー…-

午前9時30分-----10時
乳児健診 -一

午後 1時""-'1時30分
母親教室・00

午前9時15分'""9時30分
骨粗しよう症教室・........

午後1時30分---...-3時30分

0151業務推進部まで。
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「
玉
川
村
議
会
誕
生
!
」

こ
の
写
真
は
、
山
小
屋
の
石
森
キ

ク
さ
ん
(
印
歳
。
正
人
氏
の
母
)
か

ら
提
供
さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和
初
年

3
月
に
泉
村
と
須
釜
村
の
合
併
で
誕

生
し
た
玉
川
村
の
第
一
回
村
議
会

が
、
同
年
4
月
に
関
か
れ
た
と
き
の

記
念
の
写
真
で
す
。

玉
川
村
と
な
っ
た
木
造
の
役
場
庁

舎
玄
関
前
で
写
っ
て
い
る
の
は
、
昭

和
初
年
改
選
に
よ
る
旧
泉
村
議
員

(
沼
名
)
と
旧
須
釜
村
議
員
(
日
名
)
の

方
々
で
、
合
併
に
よ
る
任
期
延
長

(
昭
和
泊
年
3
月
ま
で
)
が
講
じ
ら

れ
ま
し
た
。

1
列
目
中
央
は
初
代
村

長
と
な
っ
た
故
大
木
一
夫
さ
ん
。
そ

の
右
側
は
、
初
代
助
役
と
な
っ
た
故

小
林
彦
右
衛
門
さ
ん
(
竜
崎
。
隆
次

氏
の
父
)
で
、
そ
の
右
が
初
代
議
長

の
故
湯
沢
光
市
さ
ん
(
竜
崎
。
光
重

氏
の
父
)
で
す
。
副
議
長
は
北
須
釜

の
故
矢
吹
忠
次
さ
ん
(
村
長
の
左

側
)
で
し
た
。
キ
ク
さ
ん
の
亡
く
な

ら
れ
た
御
主
人
、
正
伊
さ
ん
も
こ
の

と
き
の
議
員
で
し
た
。
(
写
真
前
か
ら

3
列
目
の
右
か
ら
2
人
目
)

「
お
ン
と
き
議
員
に
な
っ
た
。
一
番

若
ガ
っ
た
ゾ
ィ
。
声
デ
ッ
カ
く
て
奇

抜
な
人
で
ナ
ィ
」
と
語
る
キ
ク
さ
ん
。

ち
な
み
に
石
森
家
で
は
正
伊
さ
ん

で
議
員
3
代
目
。

2
代
目
の
文
之
丞

さ
ん
は
議
長
で
し
た
。
(
市
須
釜
村
)

一東京玉川会員だより一

「
私
の
半
生
』

埼
玉
県
鳩
ケ
谷
市

宗

形

日
ご
と
色
づ
く
街
路
樹
に
秋
の
深

ま
り
を
感
じ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た

が
、
玉
川
村
そ
し
て
東
京
玉
川
会
の

皆
様
お
元
気
で
す
か
。

私
は
昭
和
ロ
年
1
月
3
日
大
雪
の

降
る
自
に
村
を
後
に
し
、
川
口
市
の

鋳
物
工
場
に
年
期
奉
公
と
し
て
入
り

ま
し
た
。
そ
の
時
代
は
人
を
人
と
も

思
わ
ぬ
時
代
で
、
厳
し
い
修
業
で
し

た
が
兵
隊
検
査
ま
で
と
い
う
約
束
で

何
と
か
務
め
を
果
た
し
、
昭
和
日
年

ロ
月
日
日
に

「地
獄
の
一
丁
目
」
と

い
わ
れ
た
若
松
連
隊
に
入
隊
。
翌
年

3
月
中
国
に
渡
り
、
歩
兵
侃
連
隊
に

配
属
さ
れ
第
一
線
部
隊
と
し
て
活
躍

し
た
が
残
念
に
も
敗
戦
と
な
り
、
昭

和
幻
年
6
月
四
日
よ
う
や
く
我
が
家

に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

誠
さ
ん
(
南
須
釜
出
身
)

し
か
し
、
私
に
あ
っ
た
仕
事
も
な

く
、
経
験
の
あ
る
川
口
の
鋳
物
工
場

に
入
社
し
ま
し
た
。
そ
の
後
昭
和
幻

年
5
月
に
独
立
。
山
あ
り
谷
あ
り
の

つ
ら
い
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和

お
年
に
現
在
地
に
工
場
を
設
立
、
株

式
会
社
宗
形
鋳
工
所
と
し
て
平
成
3

年
ロ
月
初
日
ま
で
約

ω年
間
「
鋳
物

一
筋
」
で
過
ご
し
て
来
ま
し
た
。
そ

の
後
会
社
を
閉
鎖
し
、
平
成
4
年
マ

ン
シ
ョ
ン
を
建
設
し
ま
し
た
。

写
真
は
、
年
に
一
度
の
川
口
市
の

鋳
物
祭
り
「
た
た
ら
祭
り
」
で
妻
の

シ
ゲ
(
東
京
玉
川
会
々
員
)
と
撮
っ

た
も
の
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
玉
川
村

の
ご
発
展
と
皆
様
方
の
ご
健
康
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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